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秋田高専における教養教育と英語教育に関する一考察

小林 貢

LiberalArtsandEnglishEducationofAkitaNationalCollegeofTechnology

MitsuguKoBAYAsHI

(2003年11月28受理）

ItisregardedthatliberalartsandcommunicativeEnglishabilityaretheinevitablefactors

forthecosmopolitan. Inadditiontothat,MinistryofEducation,Culture,Sports,Science

andTechnolgyrecommendsstudentstoacquirewiderknowledgeandtohavethePractical

andcommunicativeEnglishability,whichJABEEalsoproposesnecessaryqualificationsfor

internationalengineers.

Thepurposeofthispaperistoshowanapproachtocomprehendglobalculturesunderthe

wayofthinkingofholisticeducationandtoimprovetheEnglishabilityasaboutmentionedby

usingclassics, discUssion, debate, presentation,DVD,CALL,TOEIC,TheStepTestand

liberalarts.

TheEnglishdepartmentofAkitaNationalCollegeofTechnologyhasbeentryingmany

practicestoimprovestudents'Englishabilitiesandtomakethemunderstandworld-wide

culturaldifferences. 1fwecanexplainourcultureandunderstandotheronesinEnglish, it

willbeeasiertoworkandtohavegoodrelationshipwiththepeopleoftheworld・ Thisisone

kindofinternationalperspective,whiehhelpsustomakeinternationalengineera

1． はじめに 先に述べた文部科学省における「英語が使える日

本人』育成の具体的な目標は国民全体に対しては

｢中学校・高等学校を卒業したら英語でゴミユニケー

ションできる」であり，専門分野に必要な英語力や

国際社会に活躍する人材等に求められている英語力

は「大学を卒業したら仕事で英語が使える」である。

つまり，最終的には-ltt界平均水準の英語力を目指す

ことが目標となっている。

それのみならず，国際的に通用する技術者養成の

ために，大学・高専における技術者教育プログラム

を審査するJABEE:日本技術者教育認定機構

(JapanAccreditationBoard fOrEngineering

Education/設立1999年11月19日）に対して，平成

18年度の認定を目指すことを目標に取り組みを進め

ている本校は，教養教育重視を前面に打ち出すこと

を進めている。これはアメリカの教養教育において

人文科学・社会科学・自然科学の均等履修モデル

(ハーバード・モデル）が1970年代後半に文学，芸

術，科学，歴史，社会研究，外国文化理解，道徳的

推論を含めたコア・カリキュウラムとなり，他大学

1991年における「大学設置基準の大綱化」により，

日本においては各大学の自由なカリキュラムの裁量

が認められることとなり， それにより，情報関連の

授業，資格関連の授業，実用語学関連の授業などの

実用教育の授業の増加の傾向が見受けられる。

その流れは英語教育にも影響を及ぼしており， そ

れは2006年度の大学入試センター試験において外国

語の英語でリスニング（聞き取り）テストが導入さ

れる方針であることや文部科学省においても2001年

1月「英語指導方法等改善の推進に関する懇談会」

において「言わば国際共通語となっている英語によ

るコミュニケーション能力の向上が強くもとめられ

ている」ことを受けて， 「『英語が使える日本人』の

育成のための行動計画」 (2003年）が立案され，小

学校からの実践的英語コミュニケーション能力の育

成が検討されている。このような状況において本校

英語科においても英検, TOEICを活用した「秋田

高専英語教育改善プロジェクト」を実施している。
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会系） ア）身につけた知識や経験に基づき， 自ら

問題を発見し，解決への計画と立案，資料の収集と

分析及びそれらのまとめをできる能力や, 自らの意

見を目本語で的確に表現できる能力。イ）人の行動・

感性･知性・文化等を理解し，多様な視点から社会

事象を考察することができる能力。オ）音楽や美術

等の芸術作品の価値や意義を理解できる能力（外国

語能力）互いの意思疎通ができる実践的な英語能力

及び独語など第二外国語の基礎知識｡ (p.5)とあ

る。

また（2）目標に掲げる内容・水準を達成するた

めの教育指理等②教育課程，教育方法，成領評価

等○教養教育，専門教育，専攻科教育ごとに，

(1)に掲げた内容・水準を達成するための効果的な

教育課程の既成方針の設定をはじめ，授業形態学

習指導方法等の改善の具体的方策教養教育ウ）

既存の文科・科学ゼミナールは教員1名の担当学生

数が20名と多く， また人文・社会系と理数系の分離

という問題を有するため，文科・科学ゼミナールを

融合し，人文科学と自然科学を担当する全教員は，

3学年を対象に，興味あるテーマについて週1回

(1時間程度）研究指導を行う。なお，教員1名の

担当学生数が10名程度になるように， カリキュラム

上で工夫する。 (p.6)とある。

（人文・社会系）エ）現在1学年に1単位設け

ている芸術の授業では，芸術に接する機会が少なす

ぎるため， 2学年に1単位設け，芸術の総時間数を

増やす。 (p.6)とある。

（外国語） ア）平成13年度から長期的展望に基

づき行っている「秋田高専英語教育改善プロジェク

ト」の結果とJARRRへの対応を考慮して，平成17

年度までに，英語の科目に英語のみを使う授業を導

入する。さらに, TOEICを活用してリスニングな

ど英語力の向上を目指す。 イ）3学年に，英語力

向上のための合宿を計画する。とある。 (p.7)

更に，専攻科教育イ）少人数教育の利点を生か

し対話型授業を行うことにより，疑問点に関しては

その場で解決し，ディベートする能力の向上を図る。

(p.7)とある。

（3）目標に掲げる内容・水準を達成するための

実施体制等②教育環境の整備○教材，学習指導

方法等に関する研究開発の具体的方策英語科目に

おいて, IT機器を活用した教材を開発する。 (p.8)

とある。

加えて， 3研究に関する目標を達成するための

措置 （1）取り組むべき研究の在り方や領域○

研究の教育への還元に関する具体的方策イ）平成

もそれに追従したことと軌を一にしていると考えら

れる。

特に，道徳的推論，言い換えるならば人間性は学

問性と同等に重要であり， ホリスティック教育が必

要とされていることを示していると考えられる。

holistic:「全体論的」とは「複雑な体系の全体は，

単に各部分の機能の総和ではなく各部分を決定する

統一体であるとする」考え方であり，教養教育とは

ヨーロッパの中世大学において7自由科（文法，修

辞学，論理学，算術，幾何学，天文学，音楽）を学

んでから哲学を学ぶことで，心身ともにバランスの

とれた，理知的で美的センスのある人間を育てるこ

とであったのである。

これらのことを踏まえて， この論文においては，

これから秋田高専において求められている教養教育

と英語教育とはどのようなものであるのかを考察す

る。

2． 中期計画における教養教育と英語教育

2.1 「教養教育と英語教育に関する計画」

まず第一に，本校における中期計画における教養

教育と英語教育に関する事項を確認することから考

察を始める。以下は関連部分の抜粋である。

「秋田工業高等専門学校の中期計画についての記

載事項(中間報告)」における（前文）○養成すべき

人材像の2．においては「人間杜会の国際化に対応

するために，異文化理解や外国人とのコミュニケー

ション能力を身につけた，英語をはじめとする外国

語に堪能な技術者｡」 (p.1)と述べられている。

また「国立高等専門学校の教育研究等の質の向上

に関する目標(I) 1教育に関する目標(1)教育

の成果に関する目標においては①教養教育ア）

｢自らの意見を的確に表現し行動できる能力，知識

を整理し構造化できる能力等，人間としての素養を，

年令の発達段階に応じて修得することを目指す｡」

ウ） 「世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を

理解する能力，互いの意思の疎通ができる実践的な

英語能力の修得を目指す｡」 (p.1)と述べられてい

る。

次にI 国立高等専門学校の教育研究等の質の向

上に関する目標を違成するためにとるべき措置1

教育に関する目標を達成するための措置 （1）教育

の成果に関して達成すべき内容・水準（徳育，創造

性教育を含む）①教養教育○実践的技術者とし

て備えるべき人文・社会系，体育ならびに理数系を

含む教養教育や外国語能力の内容・水準（人文・杜
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14年度から実施している「創造性教育方法に関する

研究」テーマを従来どおり募集・採択するとともに，

予算を重点的に配分し，研究成果は実験や特別研究

内容に取り入れる。 (p.10)とある。

4 その他の目標を達成するための措置（社会と

の連携高専間または高専・大学間交流，国際交流

等に関すること）○留学生交流， その他の国際交流

に関する具体的方策ア)外国大学と提携し，専攻

科生の海外派遣の実現に向け取り組む。イ）専攻科

生の海外での語学・企業研修の実現に向け取り組む。

エ）外国大学と提携し，毎年1人～2人程度の教員

を海外研修に派遣出来るように準備をすすめる。

(p.11)と述べられている。

F)が意見を述べているディスカッションの様子で

ある。

A「先日，新聞を見ていたら， あるバラエティ番

組でのゲームにおいて,負けた者への暴力や笑いが

子供に対して悪影響を与えるという理由で番組が中

止になったという記事が載っていた。 しかし，私は

この処置は短絡的であると考える。子供は何よりも

親から一番影響を受けるのであって，親こそは，何

が正しいか間違っているかを教えるべきであって，

テレビ番組に責任転嫁するべきではない」

B「中学校において同じような罰ゲームがなされ

ていたことがある。テレビ番組にも問題がある◎倫

理が必要だ」

C「子供は模倣によって学習するので，悪い例は

悪い影響を与える。特にテレビ番組の影響は大きい」

D「テレビ番組やゲームは仮想と現実との区別の

つく年齢の人間にはまったく影響しないと思う」

E「テレビ番組は小さな子供には理解できないと

思うので特に配慮が必要だ｡」

F「親にしるテレビ番組にしる学校にしる社会全

体で子供を支えているべきだ」

（平成14年9月2日の授業において）

一人の学生が，高校生を主人公としたアクション・

ムービーの内容について英語で説明してくれたこと

があった。もちろん， それに対しては英語で質疑応

答を行った。このような自己表現の訓練は国際化の

時代では特に必要である。なぜならば， 自分のこと

を表現できない人間に対する欧米人の評価は低いの

みならず， インタラクティブな言語コミュニケーショ

ンによる上手な自己表現は，訓練しない限り日本語

においてさえも難しいからである。

また専攻科教育におけるディベートする能力の向

上を図るためにも，英語は言うに及ばず， 日本語を

話すときにおいても論理的に話す訓練が必要である

と考えられる。なぜならばディベートとはクロス・

イグザミネーションを含めたアファーマティブとネ

ガティブとの間の一つのテーマに関するレフリー付

きの創造的な討論（闘論）であるからである。

これらのoralな自己表現教育に加えて，英語の

writing能力向上のために，本校は『朝日ニッケ英

文エッセーコンテスト』に参加している。昨年度

(第16回）においては，筆者の担当したクラスの2

名の学生がチャレンジ賞を授賞している。

これからも自己表現能力の向上のための試みを行っ

ていきたいと考えている。

2.2.2 「芸術理解教育」

2学年に1単位を設け，芸術の総時間数を増やす

2.2 「教養教育と英語教育に関する計画の検討及

び授業実践」

2．1で概観した事項に対して実践されている授業

やプロジェクト及び今後の対策について以下で考察

する。

2.2.1 「自己表現教育」

「自らの意見を的確に表現し｣， 「互いの意思の疎

通ができる実践的な英語能力の修得を目指す」ため

には「自らの意見を目本語で的確に表現できる能力」

すなわち「7自由科」における修辞学のようにプレ

ゼンテーション能力が必要である。このことに着目

し，平成14年度の文科ゼミナール「プレゼンテーショ

ン演習」においては以下の内容で学生の募集を行っ

た。 「人間は社会生活を営む上で他者と関わる意思

決定においてプレゼンテーションが重要な役割を果

たす。このゼミナールにおいては今後，企業等の集

団において必要とされるう°レゼンテーションの演習

を各個人が選択する事象を用いて日本語（各個人が

選択する場合は英語)で行う｡」

この表現能力の演習ゼミナールには10名の学生が

参加した。以下は学生自身で選んだ演習のテーマで

ある。「車（エンジン， ターボ)， モータースポーツ，

ウルトラ・ライト ・プレーン， タイ国の国会議員の

休暇, DVD,伊勢神宮参拝，数学，パソコン， ガ

ソリン，車を長く乗る方法，飛行機， イラク攻撃，

パソコンOS, カップヌードル，服装，新学習指導

要領，陸上競技（スプリンター)，読書，有事法制，

いたずら書き，原子力発電，睡眠， アルバイト，死

刑制度，映画， テレビ番組」

これらのテーマについて学生がプレゼンテーショ

ンを行った後で，ディスカッションを行った。以下

は「テレビ番組」に対するA学生のプレゼンテー

ションの概略と， それに関して他の学生(Bから

平成16年2月



－127－

秋田高専における教養教育と英語教育に関する一考察

三修社）を使用してTOEICの演習を行った。平成

15年2月15日のTOEICInstitutionalProgram

(IPTest)において受験を希望した専攻科の学生は

1， 2年を合わせて9名であった。 (A～Dは2年生，

EからIは1年生）

ことはホリスティック教育にも適合しており，教養

教育が， ローマのフマニタス概念やギリシャのパイ

デイア概念に源がある「人間形成理念」であること

をことを考えるならば，適切な措置であると考えら

れる。音楽や美術等の芸術作品の価値や意義を理解

できる能力を養う「芸術理解教育」は意義があるの

みならず，芸術が「美術館」「コンサート」「庭園」

｢景観」「演劇」などの形で生活に根ざしている欧米

の生活や文化を理解することで，欧米人やその他の

地域の外国人と英語やその他の言語を使って交流す

るためには最低限必要であると考えられる。

2.2.3 「共生のための異文化理解教育」

「世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理

解する能力」を養い， 「人の行動・感性・知性・文

化等を理解し，多様な視点から社会事象を考察する

ことができる」ためには異文化に対する知識が必要

である。そのことを考慮して平成15年度の文科ゼミ

ナール「シェイクスピアって誰？」においては

CHARLES&MARYLAMBの乃伽/7℃加

肋αkaSpeqreにおけるH"加惣,ルi"ceqfDe"碗α戒と

〃e姥"ﾘﾌﾞ剛を購読することでシェイクスピアの劇
に内在する多様な問題を取り上げ，その内容につい

て考察したのである。普段の授業では読めない一つ

のテーマに関する長い文章を2年生において読む経

験は，学生の今後の英語学習の上で大きな意味を持っ

てくると考えられるのである。

それに加えて在外研究員でのイギリス留学経験を

基にした， イギリスの歴史，地理，文化等について

説明することにより， イギリスという国固有の視点

の理解を試みている。例えば, H口加ﾉαを読むこと

により，学生に対して王制や貴族制が残っている階

級社会イギリスと日本との根本的な文化の相違の理

解を試みているのである。このような歴史を含めた

異文化理解のアプローチは，学生の異文化への抵抗

感を減らし，理解できる能力の育むためには有効で

あると考えられる。このようなアプローチは平成15

年度の専攻科の英語Ⅱの授業においても考盧されて

おり，異文化理解教育を一つの目的とした題材であ

る耐e【伽ve"eqfE"gﾉ杣〃（東京大学教養学部英
語部会編）を取り上げることにより，神話，格言や

筬言を含めた欧米的な視点に基づく英文を購読する

ことで，異文化との共生能力の育成を目指している。

2.2.4 「資格試験による実用英語教育」

「TOEICを活用してリスニングなど英語力の向

上を目指す」ために平成14年度の専攻科の英語I及

び英語Ⅱの授業においてはE"/QyLec"w"噌油e
ZりEIcZZsr (石井隆之，中川昭, T.Koch著，

以下はその得点分布である。

表が示しているようにTotalの最高点は730点，

ListeningPartの最高点は380点, ReadingPart

の最高点は350点であった。Totalの平均点は497.7

点, ListeningPartの平均点は288.8点, Reading

Partの平均点は208.8点であった。

同時に受験した3年生のTotalの平均点は332.6

点であり，全国の高専3年生の平均点である306点

を26.6点上回った。

また大学生の全体平均スコア414点を上回った26

名の学生が校長先生から表彰された。

TOEICのみらなず，本校は平成11年度から平成

14年度まで4年連続して実用英語技能検定奨励賞を

受賞している。平成14年度の3級合格者は106名，

準2級合格者は103名, 2級合格者は3名である。

この4年間で特に変化が著しいのは準2級合格率

である。平成13年より始めた「秋田高専英語教育改

善プロジェクト」による英検クラス専用教材「英検

準2級合格セミナー（改訂版)」 （旺文社）の演習を

2年生のカリキュラムに導入したところ，合格者数

が平成12年度の31名から平成13年度には124名となっ

た。言い換えるならば合格者数は1年間の演習によ

り4倍に増加したのである。

以上の結果からTOEIC,実用英語技能検定など

の資格試験の演習を授業において実践することは，

秋田高専の学生の英語に対するモティヴェーション
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Listenin9 Reading Total

A 290 185 475

B 400 300 700

C 235 205 440

， 220 150 370

E 380 350 730

F 380 205 585

G 235 155 390

H 245 175 420

I 215 155 370
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小林
一

貢

第4回 平成15年11月19日（水）

第5回 平成15年12月10B(水）

第6回 平成15年12月17日（水）

第7回 平成16年1月21日（水）

第8回 平成16年1月28日（水）

第9回 平成16年2月4日（水）

第10回 平成16年2月18日（水）

実施時間 午後3時45分～

実施場所 LL教室

人文科学系小林貢

このDVDのCaptionを用いた英語学習によって

学習者は日本人には難しい「音の脱落」「音の連結」

を確認することができるとともに, Captionを追う

ことにより，速読の練習にもなるのである。この学

習効果はアメリカのテンプル大学や日本においては

青山学院大学等の大学における研究において確認さ

れているのである。 、

このプロジェクトにおいてはその題材の選択にも

｢世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解

する能力」を養い，且つ学生の意欲を促進するよう

に留意した。具体的にはシェイクスピアの名作であ

り， トレバァー・ナンが監督をしている「十二夜」

やケネス・ブラナー監督，主演の「恋の骨折り損」

及びコックニーを取り扱った，バーナード・ショー

の「ピグマリオン」を映像化したオードリー・ベプ

バーン主演「マイ・フェア・レディ」を取り上げる

ことにより，可能な限りイギリス文化の確認とイギ

リス英語の特徴の理解を試みた。またアメリカ英語

においても「グリーン・マイル」を取り上げること

により， アメリカ文化の確認とアメリカ英語の特徴

の理解を試みた6実際には， 7回の実施で延べ67名

の学生がこのプロジェクトに参加した｡1回平均

9.57名の学生が参加したこととなる。また，参加し

た学生は1年生から専攻科2年生までに及んでいた。

彼らは自発的且つ意欲的に英語理解に取り組んでお

り，プロジェクトを実施した意義は参加した学生に

は認められたと考えられる。なお， このプロジェク

トにおける試みは平成16年度文科ゼミナール

jGBrushupOurEnglishwithCaption'' として継

続して実践される。

このように，多量の英語を浴びるように聴いたり，

読んだりすることにより， インプットのみならず，

アウトプットにも好影響が及ぶことは，経験的に明

らかであるとともに，第二言語習得理論の第1人者

であるアメリカのクラッシェン博士の入力仮説

(InputHypothesis)によって理論化されているの

を高めるには有効なアプローチであると考えられる。

今後もTOEIC,実用英語技能検定などの資格試

験を用いたアプローチにより，実践的な英語教育を

推進する必要性があると考えられる。

2.2.5 ｢IT機器活用による，留学を視野に入れた実

践的英語コミュニケーション能力育成教育」

留学生と交流したり，専攻科生の海外派遣や海外

での語学・企業研修の実現に向け取り組むためには

実践的英語コミュニケーション能力の育成が不可欠

である。平成12年度の文科ゼミナールにおいては，

LL教室においてビデオ教材を使って英語の情報収

集能力の向上を目指す@Listeningforlnformation'

を実施した。また平成15年度における「創造性教育

方法に関する研究」テーマで採択されたDVD

(DigitalVersatileDisk)を用いた創造教育プロジェ

クト "BrushupOurEnglishwithCaption'' も，

リスニング能力の課題を解決するための一つの試み

である。以下は学生に対して実際に行ったプロジェ

クトのお知らせである。

平成15年度創造教育プロジェクト

"BrushupOurEnglishwithCaption''のご案内

学生の皆さん， こんにちは。皆さんは欧米の映画

を鑑賞した時に， 日本語字幕なしに，英語で映画を

理解したいと思ったことはありませんか。そう思っ

たことがある貴方に，平成15年度創造教育プロジェ

クト "BrushupOurEnglishwithCaptiOn''への

参加をお勧め致します。

映画の英語を日本語字幕なくして理解する訓練の

有効な方法の一つとしてCaption(キャプション

｢英語字幕｣）を使った英語学習方法があります。最

近,DVDのハード機器の発達により， ソフトに内

蔵されているCaptionを画面に表示することがで

きるようになりました。Captionを使用することに

より，映画を日本語の媒介なしでj統語的にも英語

のままで理解できる訓練を行います。そして最終的

には, Captionなしで映画を理解できることを目指

します｡

このように，魅力ある映像を英語で鑑賞すること

は, TOEICのLISTENINGCOMPRRRENSION

の対策も兼ねています。このプロジェクトに参加を

希望する学生を募集しています。参加申し込みは事

前に人文科学系（英語）小林研究室にお願い致しま

す。以下は実施計画です。

第1回 平成15年10月29日（水）

第2回 平成15年11月5日（水）

第3回， 平成15年11月12日（水）

平成16年2月



－129－

秋田高専における教養教育と英語教育に関する一考察

多数の英語関連の著書を執筆している千田潤一氏，

鹿野晴夫氏が主宰しているアイ・シー・シーにおけ

る英語の自己学習法の修得とTOEICの点数アップ

を目的とする， 1泊2日の合宿を検討していた。

しかしながら，現在の合宿研修の予算は1年時と

3年時を合わせて1万円であり，予算的・日程的に，

実現が難しい状況である。

加えて平成15年度3年生合宿研修の反省会におい

て， 自然保護や芸術鑑賞の体験と学校の特色に沿っ

ている職業意識を高める企業見学の重要性が確認さ

れたのである。

以上の観点から，学科による分離行動やスケジュー

ルの調整を含めた， 3年生合宿研修の意義に更に付

加価値を加えられるような計画の再検討が必要であ

ると考えられる。

2.2.7英語のみを使用する授業の可能性

「平成17年度までに，英語の科目に英語のみを使

う授業を導入する。」とあるのでこれに関して述べ

る。今までも英語のみを使った授業を試験的に何度

か展開したことがあるが， このようなアプローチは

平成15年度「特色ある大学教育支援プログラム」に

おける北星学園大学短期大学部英文学科の「一般教

育と統合した英語カリキュラム展開」の例が参考に

なると考えられる。

このような授業における問題点は，工業を専門と

する本校の学生のリスニング能力が， そのような授

業に十分に対応できるかどうかである。授業におけ

るリスニング演習や創造教育プロジェクト‘での演習

を通して，学生のリスニング能力の更なる向上を目

指したい。それによって，英語のみを使った授業を

導入する際に，学生が十分に適応できる状態を事前

に確立することが必要であると考えられる。

である｡このプロジェクトを押し進めることにより，

TOEICのIPTestに好影響を与え，留学を視野に

入れた実践的英語コミュニケーション能力の育成を

試みている。

IT機器活用による，留学を視野に入れた実践的

英語コミュニケーション能力育成教育のためのもう

一つの可能性は予算的に可能であるならば, LL教

室を更新して, CALLシステムを導入することで

ある。

CALLシステムが設定され，活用出来る場合に

は指導者中心型の授業から学習者中心の授業へと学

習スタイルが一変する。それによって学生は習熟度

別にAutonomousLearningをすることができる

のである。またホームページやE-mailは通例，英

語が共通語であるので，英語によって世界の人達と

交流することとなり， それが英語を勉強するモティ

ベーションになりえるのである。

E-mailを使用することで海外の学校と英語を用

いて通信を行った授業実践の事例としては平成10年

度と平成11年度の文科ゼミナールの授業「E-mail

で通信しよう」があげられる。平成10年度はアメリ

カのウェストヴァージニア州のWeirtonにある

WeirHighSchoolにおけるJapaneselの授業を

受けている学生達と，平成11年度はアメリカのコロ

ラド州のBOulderにあるCentennialMiddle

SchoolにおけるWorldClassの授業を受けている

学生達と「アメリカ文化理解と日本語・日本文化紹

介」をテーマとしての文化交流を英語で行ったので

ある。

また，留学自体を実現するための可能な手段の一

つとしては, NCN米国大学機構(NATIONAL

COLLEGIATENETWORK)による米国大学日本

人学生受入制度が考えられる。

2.2.6 3年生合宿研修における英語合宿の可能性

平成15年現在， 3年生は9月に4学科合同で田沢

湖スポーツセンターを拠点としてa)合宿生活を通

じて，学生相互・教官と学生の交流を深め，望まし

い人間関係の樹立を図る。b)集団生活の規律を体

得させ，実践を通して協働の精神を養う。c)「地域・

文化」と「自然・環境」について考えることを実施

目的として合宿研修を実施している。今年度は， わ

らび座で「春秋山伏記」を観劇し， 自然観察指導員

の山岡一氏による御講演「十和田八幡平国立公園

の自然について」を拝聴しゥ澄川地熱発電所や（株）

エコリサイクルの見学を行った。

「3学年に，英語力向上のための合宿を計画する｡」

とあるので，当初，栃木県那須郡那須町において，

3． まとめ

教養教育が， 「人間形成理念」の方法論であるこ

とをことを考えるならば，学問性と同等に道徳教育

を含めたホリスティック教育が必要とされているこ

とは明らかであると考えられる。

それと同じ方向の延長上に存在する英語教育にお

いては， グローバル時代の世界の国際化に対応でき

る「実践的英語コミュニケーション能力」の育成が

必要とされている。言い換えるならば， 「多国籍や

他分野の技術者からなるチームの中で協働して活躍

できる」国際的な技術者を育成するためには， 日本

的な枠組みを説明し，相手に理解させることができ

る能力の育成と共に，様々な価値に理解を示すこと

秋田高専研究紀要第39号
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小林貢

により， 「グローバル時代の世界の価値と共生でき

る能力」を育むことが必要なのである。そのために

は， 日本人としてのアイデンティティを大切にする

のみならず，世界の異文化を理解し，共生できるた

めに必要とされている教養教育と英語教育を，既成

のパラダイムに囚われることなしに柔軟に推進して

いくことが求められていると考えられるのである。

第28集, pp.23-38. (1998)

ﾉ'東京大学大学総合教育研究センター「アメリカ大

学の学士課程教育」 （1997）

北岡俊明「ディベートの技術」PHP研究所(1996)

菱田一三「脚光あびるCC学習」CC-StudyVol.2,

学習研究社, pp,4-6. (1993)

「秋田正業高等専門学校の中期計画についての記載

事項（中間報告)｣pp､1-14. (2003)

今井重孝http://www.cc.aoyama.ac.jp/ser/

tll355

英語指導方法等改善の推進に関する懇談会報告

http://www.mext.go・jp/b_menu/houdou/13/01/

010110a.htm

「英語が使える日本人」の育成のための行動計画

http://www.mext.go.jp/b_

menu/houdou/15/03/03033101.htm

平成15年度「特色ある大学教育支援プログラム」

‘採択取組の概要および採択理由

http://www.juaa.or.jp/news/pdf/program/

examination-reslut/hl5themel.pdf

NCN米国大学機構(NATIONALCOLLEGIATE

／
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